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「
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
に

関
す
る
条
例（
素
案
）」に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

t
市
民
課
@
内
線
2
3
2
8

商
店
街
・
商
店
会
は
、
防
災
・

防
犯
や
地
域
福
祉
活
動
、
環
境
美

化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
さ
ら

に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
な
ど
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
市
が
進
め
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。し

か
し
、
近
年
、
市
内
の
商
店
街

は
、
商
店
会
未
加
入
店
舗
の
増
加
や

構
成
員
の
高
齢
化
、
あ
る
い
は
、
商

店
の
後
継
者
不
足
や
空
き
店
舗
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
活
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
す
で
に

「
三
鷹
市
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
」

や
「
三
鷹
市
産
業
振
興
計
画
２
０

１
０
」
な
ど
を
策
定
し
て
そ
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、
こ
う
し
た
支
援

９月14日～10月23日に実施したパ
ブリックコメントでは、31人の方から
84件のご意見をいただきました。市教
育委員会では、いただいたご意見をで
きる限り反映するように努め、三鷹の
教育が目指す基本的かつ総合的な方向
性を定める「三鷹市教育ビジョン」を
確定しました。
主なご意見とそれに対する市教育委
員会の考え方は以下のとおりです。

■教育ビジョン策定の趣旨
◆子どもや学校の否定的な面ばかりで
なく、原因の一つである社会的な背景
にも触れてほしい。
⇒ご意見を踏まえ、子どもたちをと
りまく社会の現状(価値観の多様さや社
会状況の激しい変化など)も原因の一つ
としてとらえ、趣旨に加えました。
■めざす子ども像－人間力と社会力
◆「人間力」と「生きる力」の関係が
不明確である。
⇒市教育委員会がいう「人間力」と
は、学習指導要領で示されている「生
きる力」(自ら学び自ら考える力)をよ
り明確にするとともに、身近な人々と
適切な関係を結び、「共に生きていく力」
を含んだものと定義しました。
■教育ビジョンを実現するための具
体的な施策について
―小・中一貫教育校の全市展開―
◆「にしみたか学園」の取り組みにつ
いて十分に検証してから、ほかの小・
中一貫教育校の開校を。
⇒検証委員会を９月に設置するとと
もに、教員からのヒアリングや保護者、
児童･生徒からのアンケート調査などを
実施し、その成果、課題、改善方法な
どについて十分に検証していきながら
小・中一貫教育を推進していきます。
―校長の学校経営ビジョンに基づく
特色ある学校づくり―
◆「学校運営」から「学校経営」にな

ると、校長の権限が拡大し、効率化を
追及することにならないか。
⇒「学校経営」とは、目的の実現に
向け、責任を持って主体的に組織を動
かしていくという趣旨で使用していま
す。創意工夫により特色ある教育活動
を展開するためには、学校の権限が強
化され、「運営」から「経営」への意識
転換が必要であることから使用しまし
た。子どもたちの教育に企業の営利主
義や競争を持ち込むことではありませ
ん。
―地域住民が学校運営に参画する「コ
ミュニティ・スクール」制度の導入―
◆学校運営協議会委員の選出基準や構
成メンバーを明確に。
⇒学校運営協議会は教育委員会が定
めた規則に基づき、メンバーは地域の
人や有識者を校長が推薦して教育委員
会が任命します。
※学校運営協議会…学校運営に保護者や
地域住民などの意見を反映するために設け
た合議制の協議機関。
■そのほかの意見
◆教育ビジョンを作成する際は現行の
「教育基本法」を遵守し、教員の声を反
映させること。
⇒教育ビジョンは、現行法制度のも
とに作成しており、教育ビジョンに盛
り込まれた施策の実現は、保護者や地
域住民、教員の声を反映させながら進
めていきます。

このほかに、特別支援教育の推進、
少人数学級の実現、幼児期からの家庭
教育の重要性などについてのご意見を
いただきました。

主なご意見
（⇒以下は市教育委員会の考え方）

住
民
基
本
台
帳
法
が
11
月
１
日

に
一
部
改
正
さ
れ
、
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
を
公
用
や
公
益
性
の
高

い
も
の
に
限
定
す
る
規
定
が
法
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
国
の
法
改
正
に
先
立

ち
、
昨
年
12
月
に
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
者
を
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
学
術
機
関
、
報
道
機
関
な
ど

に
限
定
し
た
「
三
鷹
市
住
民
基
本

台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
に
関

す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
法
改
正
を
受
け
、
同
条
例

の
全
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
条
例
の
対
象

範
囲
を
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付

請
求
や
届
出
等
に
ま
で
広
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
制
度

の
適
切
な
運
用
と
個
人
情
報
の
保

護
を
よ
り
厳
格
に
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
は
要
綱
で
定
め
て

い
る
「
住
民
票
の
写
し
等
の
請
求

等
に
お
け
る
本
人
確
認
」
や
「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
者
な
ど
に
対
す
る
支
援
」
に

つ
い
て
も
新
た
に
条
例
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
保
護
を

強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
当
な

目
的
で
の
取
得
を
防
止
す
る
た

め
、
現
在
行
っ
て
い
る
住
民
票
の

写
し
等
の
請
求
等
に
関
係
す
る
書

類
の
提
出
に
つ
い
て
も
、
新
た
に

規
定
し
ま
す
。

素
案
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

◆
条
例
素
案
の
概
要

○
目
的
お
よ
び
責
務

こ
の
条
例
は
、
住
民
基
本
台
帳

法
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
閲
覧
請
求
や
申
出
、
住
民

票
や
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付

請
求
や
届
出
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

基
本
台
帳
制
度
の
適
切
な
運
用
と

個
人
情
報
の
保
護
を
図
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
基
本
的
人
権
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。ま
た
、

市
長
や
住
民
基
本
台
帳
等
を
利
用

す
る
人
の
責
務
に
つ
い
て
も
規
定

し
ま
す
。

○
個
人
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
に

関
す
る
措
置

市
長
に
個
人
情
報
の
漏
え
い

や
、
改
ざ
ん
、
不
正
利
用
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
義
務

を
規
定
し
ま
す
。

○
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

請
求
等
を
行
う
人
の
本
人
確
認
を

行
う
規
定
を
明
記
し
ま
す
。

○
閲
覧
申
出
に
関
係
す
る
必
要
書

類
の
提
出

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し

の
閲
覧
の
申
出
を
す
る
人
に
、
必

要
書
類
の
提
出
や
提
示
を
義
務
付

け
る
規
定
を
設
け
ま
す
。

○
公
共
的
団
体
の
閲
覧
の
条
件

公
共
的
団
体
が
公
益
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
活
動
の
た
め
に
必

要
な
閲
覧
を
行
う
場
合
は
、
市
と

連
携
協
力
し
、
地
域
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
ま
す
。

○
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
申
請

に
関
係
す
る
書
類
の
提
出

住
民
票
の
写
し
等
の
申
請
を
す

る
人
に
、
請
求
者
と
請
求
に
関
係

す
る
人
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
の
提
出
や
提
示
を
義
務
付

け
る
規
定
を
設
け
ま
す
。

○
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
行
う
届

出
の
防
止
規
定

本
人
以
外
の
人
が
、
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
不
正
に
請
求
す
る
お

策
の
制
度
上
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
す
る
た
め
、「
三
鷹
市
商
店
街

の
活
性
化
及
び
商
店
街
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、『
商
店
街
の

活
性
化
』
と
『
商
店
街
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
』
の
一
体
的
な

推
進
が
、
地
域
の
健
全
な
発
展
と

市
民
生
活
の
向
上
に
有
益
で
あ
る

と
の
観
点
に
立
っ
た
も
の
で
す
。

素
案
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

◆
条
例
素
案
の
概
要

○
基
本
理
念

商
店
会
と
事
業
者
（
チ
ェ
ー
ン

店
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
銀

行
を
含
む
）
が
主
導
的
な
役
割
を

担
い
な
が
ら
、
市
民
、
関
係
団
体
、

市
と
協
働
で
、『
商
店
街
の
活
性

化
』
と
『
商
店
街
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
推

進
は
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
場
の

創
出
と
消
費
者
の
利
便
性
の
向
上

を
基
本
に
置
き
な
が
ら
、
安
全
で

安
心
で
き
る
環
境
整
備
、
環
境
負

荷
の
低
減
、
地
域
福
祉
な
ど
に
も

配
慮
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

○
関
係
者
の
責
務
な
ど

基
本
理
念
の
実
現
の
た
め
、
関

係
者
の
責
務
な
ど
を
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
ま
す
。

①
商
店
会
は
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流

の
場
の
創
出
や
消
費
者
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組

織
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
、
商

店
会
相
互
の
連
携
と
チ
ェ
ー
ン

店
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
銀

行
を
含
め
た
事
業
者
の
加
入
促
進

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
チ
ェ
ー
ン
店
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
銀
行
を
含
む
事
業
者

は
、
商
店
会
へ
の
加
入
や
ま
ち
づ

く
り
へ
の
応
分
の
負
担
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
市
は
、
商
店
街
の
活
性
化
の
た

め
、
国
・
都
・
商
工
会
・
そ
の
他

各
種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、商
店
会
な
ど
へ
の
情
報
提
供
、

人
材
育
成
支
援
、融
資
あ
っ
せ
ん
、

財
政
援
助
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

④
こ
の
ほ
か
、
商
工
会
な
ど
の
経

済
関
係
団
体
は
、
商
店
会
に
対
す

る
情
報
提
供
、
相
談
・
指
導
な
ど

を
行
い
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
係
す
る
団
体
は
、
商
店
会
の
取

り
組
み
へ
の
協
力
・
支
援
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、『
商
店

街
の
活
性
化
』
と
『
商
店
街
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
』
の
推
進

に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

「三鷹市教育ビジョン」が確定しました
q指導室@内線3245
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「
三
鷹
市
商
店
街
の
活
性
化
及
び
商
店
街
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例

（
素
案
）」に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

▼
平
成
19
年
１
月
10
日
π

ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
団
体
の
場
合
は
、
所
在
地
・
団

体
名
・
代
表
者
の
氏
名
・
電
話

番
号
）を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

５
５
三
鷹
市
役
所
生
活
経
済

課
」・
I
46
―
４
７
４
９
・

keizai@
city.m

itaka.tokyo.jp

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
素
案
の
全
文
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
」
か
ら
ご
覧
に
な
れ
る
ほ

か
、
生
活
経
済
課
（
市
役
所
第

２
庁
舎
３
階
）、
相
談
・
情
報
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階
）、
市
政

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
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ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

▼
平
成
19
年
１
月
10
日
π

ま
で

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
団
体
の
場
合
は
、
所
在
地
・
団

体
名
・
代
表
者
の
氏
名
・
電
話

番
号
）
を
記
入
し
「
〒
181
―
８

５
５
５
三
鷹
市
役
所
市
民
課
届

出
・
証
明
係
」
・
I
45
―
１
２

９
８
・

shim
in@
city.m

ita
ka.tokyo.jp

へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※「
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
に

関
す
る
条
例
（
案
）」
は
平
成
19

年
２
月
下
旬
に
決
定
予
定
で
す
。

※
素
案
の
全
文
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
」
か
ら
ご
覧
に
な
れ
る

ほ
か
、
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）、

相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
２
階
）、
市
政
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

パブリック
コメント

市の重要な政策を策定する際に、原案を公表し広く市民の
みなさんの意見を求め、いただいた意見を考慮しながら政策
を決定すること。

そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
住
民
票
の

写
し
の
発
行
停
止
や
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
旨
の
申
出
を
で
き
る
よ

う
に
規
定
し
ま
す
。

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ

ー
被
害
者
に
対
す
る
支
援
の
規
定

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
＝
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
被
害
者
な

ど
を
加
害
者
か
ら
守
る
た
め
、
そ

の
加
害
者
か
ら
被
害
者
や
同
居
家

族
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付
、
閲

覧
な
ど
の
申
出
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
制

限
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
規

定
し
ま
す
。

ま
た
、
生
命
ま
た
は
身
体
に
危

害
が
加
わ
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
も

申
出
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

商
店
街
・
商
店
会

商
店
街
と
は
小
売
商
業
な
ど
が
集

ま
っ
て
い
る
地
域
を
い
い
、
商
店
会

と
は
商
店
街
で
経
済
活
動
を
行
う
団

体
（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
基

づ
く
事
業
協
同
組
合
お
よ
び
任
意
で

結
成
し
た
商
業
を
中
心
と
し
た
事
業

主
の
団
体
）
を
い
い
ま
す
。

教育ビジョンの全文と、いただいた
ご意見およびそれに対する市教育委員
会の考え方などは、市のホームページ
「パブリックコメント」からご覧にな
れるほか、指導室（教育センター１階）、
相談・情報センター（市役所２階）、
市政窓口で配布しています。


